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※農薬の使用はラベルの記載に従ってください。

アザミウマ・ハスモンヨトウの発生に注意しましょう！
発見が遅く老令幼虫になると薬剤が効きづらくなるので、初期発生時の防除に努めましょう！

時
期

対象病害虫 薬剤名 倍率
使用
時期

回数
影響日数

ﾐﾂﾊﾞﾁ ﾏﾙﾊﾅ ｽﾜﾙｽｷｰ

➀

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類・ｱｻﾞﾐｳﾏ類
ﾊﾀﾞﾆ類・ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

ﾁｬﾉﾎｺﾘﾀﾞﾆ

アファーム乳剤 2,000倍 前日 2回 2日 7日

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類・ｱｻﾞﾐｳﾏ類
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類・ｶﾒﾑｼ類 アルバリン顆粒水溶剤

2,000倍
(ｺﾅｼﾞﾗﾐ類2,000~3,000倍

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類3,000倍)

前日 2回 14日 14日
以上

－

➁

灰色かび病 ロブラール500アクア 1,000～1,500倍 前日 4回 1日 7日

ﾊﾀﾞﾆ類・ﾁｬﾉﾎｺﾘﾀﾞﾆ
ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ・ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ
ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ・ﾖﾄｳﾑｼ
ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ類・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ

コテツフロアブル 2,000倍 前日 4回 10日 9日 14日

③

うどんこ病・すすかび病
灰色かび病・黒枯病 ベルクートフロアブル 2,000倍 前日 3回 0日 0日

ｱｻﾞﾐｳﾏ類・ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
ﾊﾀﾞﾆ類・ｺﾅｼﾞﾗﾐ類

ﾁｬﾉﾎｺﾘﾀﾞﾆ
モベントフロアブル 2,000倍 前日 3回 1日 30日

20～
30日

ハスモンヨトウ ・ 成虫は卵塊（数百個)で産卵
・ 食欲旺盛で集団で食害を起こす
・ 幼虫は背中に1対の黒い斑紋
・ 5～6齢幼虫は日中株元へ移動し
見つけにくくなる

・ 高温、少雨で多発生

アザミウマ ・ 春～初夏、晩夏～秋口に多発。
・ 慣れると肉眼で観察可能。
・ 細かい目合いのネットでも通過して
ハウス内に侵入
→しかし、赤色は壁に見えるので
赤色ネットが有効!!

予

ハウス内に吊るすだけ 10a当たり10～20錠

▷ ハウス内が30～35℃を超える時期に！

▷ 香り成分で葉焼けや萎れを予防し光合成向上！

▷ 曇天後の快晴時、高温障害が出やすくなる

天候が変わりやすい時期に！

▶樹を締めて徒長防止！

▶花芽分化・着果(花)の向上に！

▶病気抵抗力の向上に！

1,000倍
葉面散布

肥料登録
輸第9423号

0-28-26

◎石灰硫黄合剤、アルカリ性農薬、銅剤、液肥、ホルモン剤との
混用は避けてください ※カテキンパワーとの混用は可能です

うどんこ病・菌核病・灰色かび病
1,500倍/前日まで/3回以内

登録拡大農薬紹介

※果実の
汚れ注意

予

卵(ハダニ類)にも効果あり

★卵菌類由来の病害に対して高い効力！

★新規系統で耐性菌にも有効！(FRAC：U17)

★優れた予防効果

登録拡大農薬紹介

褐色腐敗病/1,000倍/前日まで/3回以内

♦優れた予防効果 ♦次世代菌密度低減効果

♦SDHI剤耐性菌にも高い効果

FRAC:7(SDHI剤)


